
大阪市淀川区役所

- 令和7年7月27日(日) 10:30～ -

- 令和7年7月29日(火) 19:00～ -

淀川河川敷十三エリア魅力向上事業

施設工事・オープンにかかる住民説明会

説明資料①



大阪市淀川区では、淀川区役所跡地にて図書館・住宅・専⾨学校・スーパー等の複合施設
の整備を進めるなど、十三エリアの⼀体的な魅力向上に取り組んでいます。
淀川河川敷十三エリア（以下、本エリア）では、阪急電鉄３線が交差し多くの乗降客が利
⽤する十三駅からも近いことから、「⼦どもから大⼈まで多様な⼈が⾃然に集い、交流の輪
が広がり、⼈が繋がる河川敷」を将来イメージに、淀川河川敷十三エリア魅力向上事業とし
て、大阪市（淀川区）、民間事業者、国の連携のもと、⽔都大阪らしい淀川を活⽤した新た
なにぎわい施設をオープンします。

淀川河川敷十三エリアとは

もと淀川区役所跡地等
複合施設

阪急十三駅

淀川河川敷十三エリア

目的・背景

場所

大阪市淀川区十三東１丁目先

整備・運営事業者

RETOWN・類設計室・
OneOsakaリバークルーズ事業共同体

事業内容
屋台飲食店・BBQエリア
⾃然体験学習・舟運 など
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十三船着場
令和7年3月16日利用開始



※現時点での予定であり、今後変更となる可能性があります。これまでの経過・予定

R2

R3

R4

R5

R6

R7

…

令和2年3月「淀川河川敷十三エリア魅力向上協議会」設置
国・民間企業・地域住民・学識経験者等を委員とし、本エリアの魅力向
上を目的とした協議会を設置。

令和6年3月 「都市・地域再生等利用区域」に指定
河川敷地の占⽤主体は原則として公共性・公益性を有する者に限られる
ところ、民間事業者等による利⽤が可能に。

事業期間最大20年
占⽤許可を３～５年ごとに更新し、最大20年間の事業実施予定。
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令和5年9月 公募により整備・運営事業者決定
淀川区にて、本エリアにおける整備・運営事業予定者を公募し、

RETOWN・類設計室・OneOsakaリバークルーズ事業共同体に決定。

令和4年8月「かわまちづくり」支援制度に計画が登録
国による「かわまちづくり」支援を受けながら、計画を作成し登録。当該
計画に基づき、必要なソフト施策・ハード施策（例：側帯盛⼟（国）、イ
ンフラ整備（民間）など）の支援を受けられるように。

令和7年3月 十三船着場利用開始
災害時の緊急⽤船着場、平常時の観光舟運として利⽤可能に。



【場所】
大阪府大阪市 道頓堀川

【内容】
・民間企業等がオープンカフェやイベントなどに利⽤で
きるよう、社会実験区域として河川敷地の利⽤が⼀部
緩和。（のちに恒久制度化）
・⽔⾨や、⽔辺遊歩道の整備などにより、建物が川側に
出入口を向き、沿川店舗と⼀体となったオープンカ
フェをはじめとした、かわとまちが⼀体となった空間
の実現。

※現時点での予定であり、今後変更となる可能性があります。「かわまちづくり」支援制度 他事例
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大阪市かわまちづくり 名取川・閖上［ゆりあげ］地区かわまちづくり

出展：国⼟交通省HPかわまちづくり大賞 2021年度（令和3年度）

【場所】
宮城県名取市 名取川

【内容】
・河川堤防と同じ高さに盛⼟整備した側帯上に、被災事
業者が中心となって設立したまちづくり会社が飲食、
物販店舗等を建設・運営。
・長屋のようにずらりと立ち並んだ店舗は個性豊かで、
地元ならではの「うまいもん」や特別な「ひととき」
に出会うことができる。
・整備された船着場は、緊急時利⽤のみならず、平常時
は舟運観光にも利⽤されている

出展：国⼟交通省HPかわまちづくり大賞 2021年度（令和3年度）



淀川
←下流側 上流側→

「かわまちづくり」支援制度による淀川十三河川敷エリアの整備

通路舗装
堤防の階段から船着場までの
通路を整備。

芝生化
高⽔敷に芝生を整備。

基盤整備(盛土)
堤防上部の街側に盛⼟。堤防の通路を確
保しながら、屋台等工作物を設置可能に。

盛土
堤防
通路
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十三船着場



株式会社類設計室

アドベンチャーフィールド

自然百姓塾

彩都に保有している26haの山

林で探検や、火起こし調理、
植生の調査などを行っている。

自然の中で自分の興味関心
を育むプログラムを実施。

彩都に保有する田畑や、
農園事業部の農場(三
重・奈良)を使用し、本格
的な農業体験を実施。

常に変化する自然ととも
に試行錯誤する中で人間
力を育む。

株式会社 RETOWN 株式会社 One Osakaリバークルーズ

TUGBOAT_TAISHO

大阪市大正区の人口減少と
いう大きな地域課題解決す
べく、未活用河川敷広場に
「TUGBOAT_TAISHO」という
17の飲食店と賑わいを創出
し、管理運営している。

いくのパーク

大阪市生野区にある御幸森
小学校は、少子化を受け、
2021年3月に廃校となった。

この廃校を利活用し、新たな
価値を創造する「いくのパー
ク」を企画運営している。

夢洲超花火
2022年9月25日に、万博会

場となる夢洲を借りてのド
ローン＆花火ショーを実施。
花火までの時間はBBQを楽
しんでいただくため、約1000
ブースでのBBQの手配を行
う。

メリーグリーン

2階建のグランピング船「メ

リーグリーン」や、道頓堀で
の観光遊覧船など、5隻の

船を所有。大川や道頓堀川
など、大阪の川での舟運事
業を行っている。

〇整備・運営事業者公募 

公募期間 令和5年5月17日～令和5年8月25日

選定会議の開催日 令和5年9月4日

審査を行った事業者数 1者

事業者名 RETOWN・類設計室・OneOsakaリバークルーズ事業共同体

〇事業者 業務実績

淀川河川敷十三エリア整備・運営事業者について
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